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１ 地域コミュニティーづ

くりは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年３月28日、運動公園災害復興住宅の鍵の引き渡

し式があり、入居者が待望の日となりました。４月か

らの引っ越し作業が始まり、うれしさと新たな希望を

持つ人、なんとなく不安げな人、個人個人の心構えと

これからの生活様式の不安など、さまざまな課題を持

ちながら入居しました。震災後、コミュニティーの衰退
すいたい

 

と相まって、地域が壊滅した住民相互のコミュニティ

ーが希薄になりつつあります。元気なまちづくりを進

めるうえでは、世代、職業を超えた地域コミュニティ

ーの形成を図ることが不可欠であります。行政として

住民相互の理解を深め、コミュニティーの形成を促進

するための取り組みが必要と思います。そこで伺いま

す。 

(１) 震災後のコミュニティー形成のしかけはどうす

るのか、今日まで地域で解決していたさまざまな

課題などを含め、入居者のケア的なことをどう解

決していくのか伺います。 

(２) 今後、高齢化に伴い、地域を見守る組織づくり

をどのようにしていくのか、社協との連携はどう

活用するのですか。 

(３) 今後の行政区名と、８号棟までの行政区を一単
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２ 総合相談窓口の設置を 

 

位にするのか伺います。  

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 町広報にて、各種制度を分かりやすく説明をして

いますが、その広報をよく理解しない人、また、読

んでいない人、新しくできた支援制度が広報が遅れ

た場合などで、その支援制度を受けることができな

かった人や、仮設庁舎に来ても、どこの担当課で受

け付けをしているのか戸惑う人がいます。 

また、その制度をよく理解していない人が数多くい

ます。例えば生活再建支援金、応急修理制度、がけ

地近接等危険住宅移転費、移転費用の対象項目や、

つい最近では、仮設住宅からの持ち出し電化製品な

どで、新聞報道の見出しだけを見て、生活支援課に

問い合わせが殺到しました。もろもろの再建支援で

悩んでいる人がいますが、当局として専門的な問題

を取り扱う担当課を紹介案内する窓口を一本にし

て、総合的かつ適切な案内で住民へのサービス向上

を図ることができると思いますが、いかがですか。 

また、このような例があります。町内に転入する人

の転入届を断る理由は、危険区域に住居を構えてい
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 た世帯の家族が転入届を提出したが、震災で家屋が

流失し、現在家屋が存在しないからという原則論は

認めるが、ただ断るのでなく、その家族が現在仮設

住宅に入居をしているならば、仮転入を認めるべき

と思いますが、いかがですか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

    


